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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

（注）平成26年４月１日付にて、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１
株当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

（注）平成26年４月１日付にて、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１
株当たり純資産を算定しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 10,142 2.0 276 15.9 287 △28.6 152 △40.1
26年3月期第2四半期 9,943 3.6 238 △6.9 403 57.9 255 81.9

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 188百万円 （△72.8％） 26年3月期第2四半期 694百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 5.47 ―
26年3月期第2四半期 9.52 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 23,074 11,446 49.6 326.80
26年3月期 21,672 10,214 47.1 381.33
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 11,446百万円 26年3月期 10,214百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
平成27年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 １円50銭 記念配当 １円00銭 
平成26年４月１日付にて、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。平成27年３月期（予想）の年間配当金は、当該株式分割を考慮した額を
記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
27年3月期 ― 1.50
27年3月期（予想） ― 2.50 4.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
平成26年４月１日付にて、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり当期純利益は、当該株式分割を考慮するとともに、平成26年
９月に行いました自己株式の処分に伴う期中平均株式数の変動を反映した修正を行っております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 △3.0 580 3.0 550 △36.0 360 △38.5 11.53



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成26年４月１日付にて、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、期末発行済株式数（自己株式を含む）、期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 35,028,594 株 26年3月期 35,028,594 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 3,064 株 26年3月期 8,243,366 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 27,961,864 株 26年3月期2Q 26,792,884 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により個人消費

が弱含みとなり、輸出も伸び悩んだことから景況感の持ち直しは鈍い状況にあります。 

 海外においては、米国では雇用情勢の改善により個人消費は底堅く推移し企業マインドも改善傾向にあります

が、新興国経済の減速傾向や地政学的リスクの高まり等による欧州の景気回復の足踏みなどから、全体としては先

行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループが属する自動車業界におきましては、消費税増税後の反動減により、国内の販売台数は前年同期を

下回りましたが、米国や中国での需要は概ね堅調に推移しました。 

 このような状況のもと、当社グループは、日本・中国・ASEAN・北米の四極グローバルで自動車部品供給体制の

確立を目指す中期経営計画GT300の初年度として、内外での拡販強化及び徹底的な原価低減と固定費圧縮による利

益創出に取り組んでおります。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は10,142百万円（前年同四半期比2.0％増）、営業利

益は276百万円（前年同四半期比15.9％増）、経常利益は287百万円（前年同四半期比28.6％減）、四半期純利益は

152百万円（前年同四半期比40.1％減）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

 ① 自動車部品

 売上高は9,443百万円（前年同四半期比2.2％増）、セグメント利益は231百万円（前年同四半期比34.7％増）と

なりました。

 

 ② 住宅

 売上高は676百万円（前年同四半期比1.5％減）,セグメント利益は42百万円（前年同四半期比38.0％減）となり

ました。 

 

 ③その他

 売上高は21百万円（前年同四半期比9.5％増）、セグメント利益は1百万円（前年同四半期のセグメント損失は2

百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は23,074百万円（前連結会計年度末比1,402百万円増）となりまし

た。

 このうち流動資産は11,339百万円（前連結会計年度末比812百万円増）となりました。これは主に受取手形及び

売掛金が116百万円減少した一方、現金及び預金が994百万円増加したこと等によるものです。

 固定資産は11,708百万円（前連結会計年度末比605百万円増）となりました。これは主に投資有価証券が204百万

円とその他に含まれる関係会社出資金が458百万円それぞれ増加したこと等によるものです。 

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末における負債は11,628百万円（前連結会計年度末比170百万円増）となりました。

 このうち流動負債は7,541百万円（前連結会計年度末比285百万円減）となりました。これは主に短期借入金が

489百万円減少した一方、１年内返済予定の長期借入金が100百万円増加したこと等によるものです。

 固定負債は4,087百万円（前連結会計年度末比455百万円増）となりました。これは主に退職給付に係る負債が

340百万円と長期借入金が254百万円それぞれ増加した一方、長期未払金が103百万円減少したこと等によるもので

す。 

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は11,446百万円（前連結会計年度末比1,232百万円増）となりまし

た。これは主に公募及び第三者割当による自己株式の処分により資本剰余金が690百万円増加し、自己株式が629百

万円減少したこと等によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 現時点における通期の業績予想につきましては、平成26年５月９日に公表しました業績予想と変更はありませ

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の

期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期

間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が366,124千円増加し、利益剰余金が235,857

千円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,381,306 4,376,245 

受取手形及び売掛金 5,248,179 5,131,970 

有価証券 50,000 － 

商品及び製品 936,945 1,002,738 

原材料及び貯蔵品 464,562 396,272 

販売用不動産 21,524 14,083 

繰延税金資産 236,786 236,775 

その他 187,920 181,167 

流動資産合計 10,527,226 11,339,253 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,294,972 2,385,077 

機械装置及び運搬具（純額） 1,474,962 1,365,366 

工具、器具及び備品（純額） 588,187 585,572 

土地 2,008,450 2,008,450 

リース資産（純額） 191,398 201,226 

建設仮勘定 385,454 299,079 

有形固定資産合計 6,943,426 6,844,772 

無形固定資産 666,678 606,251 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,875,958 2,080,246 

繰延税金資産 286,970 349,665 

保険積立金 149,070 152,903 

その他 1,241,198 1,692,157 

貸倒引当金 △59,816 △17,114 

投資その他の資産合計 3,493,381 4,257,858 

固定資産合計 11,103,486 11,708,882 

繰延資産    

開業費 41,697 26,742 

繰延資産合計 41,697 26,742 

資産合計 21,672,410 23,074,878 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,247,182 4,237,556 

短期借入金 2,154,282 1,665,033 

1年内返済予定の長期借入金 291,000 391,000 

リース債務 96,082 118,580 

未払法人税等 80,118 132,549 

賞与引当金 204,823 214,148 

役員賞与引当金 2,412 7,492 

その他 750,298 774,767 

流動負債合計 7,826,199 7,541,127 

固定負債    

長期借入金 1,341,000 1,595,500 

リース債務 236,706 201,687 

退職給付に係る負債 1,390,260 1,730,467 

長期未払金 619,438 516,165 

その他 44,721 43,584 

固定負債合計 3,632,127 4,087,404 

負債合計 11,458,327 11,628,531 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,167,399 2,167,399 

資本剰余金 1,696,397 2,386,743 

利益剰余金 6,171,178 6,047,999 

自己株式 △629,514 △234 

株主資本合計 9,405,460 10,601,907 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 448,774 578,880 

為替換算調整勘定 405,099 302,461 

退職給付に係る調整累計額 △45,252 △36,903 

その他の包括利益累計額合計 808,621 844,438 

純資産合計 10,214,082 11,446,346 

負債純資産合計 21,672,410 23,074,878 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 9,943,672 10,142,284 

売上原価 8,274,353 8,437,228 

売上総利益 1,669,319 1,705,056 

販売費及び一般管理費 1,431,091 1,429,032 

営業利益 238,227 276,023 

営業外収益    

受取利息 4,196 15,451 

受取配当金 25,144 31,593 

受取賃貸料 6,257 5,550 

為替差益 192,781 － 

その他 23,836 25,741 

営業外収益合計 252,216 78,336 

営業外費用    

支払利息 25,421 23,660 

支払手数料 53,467 22,994 

為替差損 － 11,627 

その他 8,550 8,363 

営業外費用合計 87,440 66,646 

経常利益 403,003 287,714 

特別利益    

固定資産売却益 － 2,598 

投資有価証券売却益 24,877 － 

特別利益合計 24,877 2,598 

特別損失    

固定資産売却損 － 101 

固定資産除却損 903 4,021 

災害による損失 45,410 － 

減損損失 － 143 

その他 3,573 － 

特別損失合計 49,887 4,266 

税金等調整前四半期純利益 377,993 286,046 

法人税等 122,929 133,190 

少数株主損益調整前四半期純利益 255,064 152,855 

四半期純利益 255,064 152,855 

 

- 6 -



（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 255,064 152,855 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 250,409 130,106 

繰延ヘッジ損益 210 － 

為替換算調整勘定 188,753 △102,638 

退職給付に係る調整額 － 8,349 

その他の包括利益合計 439,372 35,817 

四半期包括利益 694,436 188,672 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 694,436 188,672 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年８月22日開催の取締役会決議に基づき、平成26年９月11日を払込期日とする公募による自己株式

の処分（普通株式7,200,000株）及び平成26年９月30日を払込期日とする第三者割当による自己株式の処分（普通株

式1,043,000株）を実施いたしました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が629,688千円減少し、資本剰余金が690,345千円増加し、

当第２四半期連結会計期間末において自己株式が234千円、資本剰余金が2,386,743千円となっております。
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